
（平成２８年６月作成）

事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

６．事務事業の取組に関係する主な市の計画具体的な見直し内容・検討内容、継続の理由

該当しない

　地域資源を活用した地域活力の創生を図るため、東京都豊島区等との都市間交流・連携
の更なる強化を目指す取組を進めます。

地域づくり組織、市民活動団体等との連携･協働は図れないか

４．担当室による事務事業の点検 （*点検等による成果向上や見直しが困難な事業(法令等による義務的経費、災害復旧等緊急事業など)は点検対象外）

 【選択肢】
　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合検討、休止検討、廃止検討、事業完了（予定含む）

継続（改善）

・定住自立圏形成に係る事務担当者会議を実施
・「東京特別区全国連携プロジェクト」ホームページへの登録、本市情
報（市勢ガイド、観光ガイド、ふるさと納税）の発信

点検項目 内容（施策達成への貢献内容、連携･協働の実践･検討内容）

　魅力ある圏域づくりに向けて、伊賀市・南山城村・笠置町と事務担当
者会議を開催し、連携・補完が想定される取組内容等の洗い出し、情
報共有を図りました。

事業内容や取組成果は、総合計画の施策達成に貢献しているか

Ｂ（いずれかの施策指標達成に貢献又は基本方針達成に貢献）

　移住・定住に向けた取組推進、また、交流人口の拡大に向け、近隣
市町村との連携強化をはじめ、公益財団法人 特別区協議会（東京特
別区全国連携プロジェクト）や東京都豊島区との連携を模索しながら、
地域経済の活性化に繋がる取組を進めます。

考察（H.27年度の取組評価、課題） 今後の対応方針（課題解決への取組、工夫・改善の内容）

事業目的（めざす効果）

　名張市の歴史・文化や自然、産業等の地域資源、地
理的特性を生かした様々な地域への情報発信や交流・
連携の取組拡大を図りながら知名度アップを目指すとと
もに、近隣自治体との連携により魅力ある圏域づくりを
目指します。

事業内容

H.31年度(事業計画)

　伊賀市をはじめ県境を越えた広域的な連携強化を目
指した取組を進めるとともに、名張市の知名度を高める
ため、都市との交流・連携の拡大に取り組みます。

H.29年度(事業計画) H.30年度(事業計画)

広域連携ネットワークづくり

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

重点施策コード

H.27年度（事業量・取組実績） H.28年度（事業量・取組計画）

(H.28)No.

広域連携推進事業

総
合
計
画

政 策 新しい時代を拓く自立と協働による地域経営

基本施策 広域連携の推進

施 策

6014

企画財政部 総合企画政策室 山下　光彦

事務事業名

担当部局名

6014 (H.27)No.

事業コード 023602会計区分

一般会計

総務費

総務管理費

広域連携

小 施 策

担当室名 室長名

44千円 106千円 106千円 106千円

主な事業の
実績・計画

○伊賀圏域における定住自
立圏構想の検討

○リニア中央新幹線建設促進
三重県期成同盟会に関する
取組

○都市との交流促進の検討・
企画　など

○伊賀圏域及び都市との交
流・連携の取組推進

○リニア中央新幹線建設促進
三重県期成同盟会に関する
取組

○東大寺サミットに係る取組

○東京特別区全国連携プロ
ジェクトの取組実施（東京区
政会館での自治体ＰＲ展示：
平成29年1月11日～2月2日）

H.28年度(作成時予算額)H.27年度（決算見込）

①直接事業費

（小事業名）

企画費 広域連携推進事業

H.31年度(計画予算)H.30年度(計画予算)H.29年度(計画予算)

①+②総事業費

1,672千円 1,672千円

内
訳

(

千
円

)

国･県支出金

その他（　　　）

地方債

一般財源 (0)

0.16人 0.22人

10644 106 106 106

1,778千円

(0千円) 1,216千円 1,672千円

1,778千円(0千円) 1,260千円 1,778千円 1,778千円

（中事業名）※予算書事業名

広域行政推進事業

人
工
数

②概算人件費 1,672千円

0.22人 0.22人 0.22人

臨時職員等

職員

伊賀圏域及び都
市との交流・連携
の取組推進

伊賀圏域及び都
市との交流・連携
の取組推進

伊賀圏域及び都
市との交流・連携
の取組推進

106千円


